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全 学 理学部 数学科 物理学科 化学科 情報科学科 地球惑星科学科 

人材養成の目的／教育目標    
 

  

教育目標 

しっかりとした学力、知識を統合し実

践する力、科学技術の未来を拓く創造力

と挑戦力を身に付けた理工系人材を養成

します。 

知的好奇心に端を発した学術研究は新

たな技術と産業を生み、不可能を次々と

可能にし、現代社会の基礎を築いてきま

した。また現在、地球規模で生起してい

るさまざまな難問を解決するために、学

術研究と教育に寄せられる期待はますま

す高まっています。それに応えるべく、

東京工業大学は理工系の各分野にわたっ

て世界最高レベルの研究を推進するとと

もに、そうした研究の刺激の中に学生を

招き入れることにより、高い見識と倫理

観、確かな専門学力、自由な発想力や創

造力、そして統合し実践する力を身に付

け、最先端の科学・技術を牽引し、豊か

な国際社会を築いていく人材を養成しま

す。 

そのため、本学では、学部と大学院の

各課程において養成する人材像、および、

そのために学生が修得する能力を次のよ

うに定めます。 

 

学部－学士課程－ 

養成する人材像 

理工系基礎学力の習得に加え、人文

学・社会科学の素養を身に付け、自ら学

び考え、未知の世界に挑戦できる人材 

修得する能力 

・研究・技術開発に必要な理工系基礎学

力と論理的思考力 

・俯瞰的な視点から新たな方向性を見出

すために必要な幅広い教養 

・自ら学び考える力と豊かな発想力・創

造力 

・倫理観をもって未知の世界に挑戦する

力 

・国際的な視野から研究・技術開発を進

めるために必要な語学力 

・他者の意見を尊重し、自分の意見を論

理的に表現できる力 

人材養成の目的（養成する人

材像） 

理学部は、高い理学的基礎

学力を身につけ、自ら学び考

え、未知の世界に挑戦できる

人材を養成します。 

 

教育目標 

理学部は、自由な発想と知

的好奇心に基づき、自然界に

潜む法則性を解き明かすこと

により、知の文化である理学

を継承し、ひいては人類社会

の進歩に貢献できる柔軟で論

理的な思考力をもつ人材を育

成します。理学部で学ぶ科目

は、理学の先端的研究のみな

らず、工学的な研究・技術開

発やその他の高度な専門的分

野の基礎をともなっていま

す。こうしたことから、理学

部では、理学分野の研究を第

一線で推進する人材や、社会

の諸分野で理学的素養を発揮

し活躍する多様な人材を育成

します。 

 

教育目標（修得する能力） 

理学部は次のような能力の

修得を目指しています。 

・体系的な理学科目の講義に

よる基礎学力・論理的能力 

・実験や演習を通じた実践的

な理学的能力 

・専門的研究を通じて修得す

る自ら学び考える力と豊かな

発想力・創造力 

・自らの研究成果を発表し、

議論できるコミュニケーショ

ン能力 

・国際的視野を持って研究・

社会活動できる能力 

人材養成の目的（養成する人

材像） 

数学科は、しっかりした数

学的素養をもち社会の各分野

で活躍できる人材を養成しま

す。 

人材養成の目的（養成する人

材像） 

物理学科は、自由な発想と

知的好奇心に基づき、自然界

に潜む法則性を解き明かすこ

とにより、知の文化である物

理学を継承し、ひいては人類

社会の進歩に貢献できる柔軟

で論理的な思考力をもつ人材

を育成します。物理学科で学

ぶ科目は、自然科学の先端的

研究のみならず、工学的な研

究・技術開発やその他の高度

な専門的分野の基礎をともな

っています。こうしたことか

ら、物理学科では、自然科学

分野の第一線で最先端の研究

を推進する人材や、社会の諸

分野で理学的素養を発揮し活

躍する多様な人材を育成しま

す。物理学の高い基礎学力を

身につけ、自ら学び考え、未

知の世界に挑戦できる人材の

育成を目指しています。 

人材養成の目的（養成する人

材像） 

化学科では、化学という学

問を、人類の知的資産である

文化の一つとして位置づけて

います。そして、単なる知識

の修得に止まらず自由な発想

で化学という学問を担ってい

く人材、化学を通して豊かな

社会に寄与できる人材の育成

を目指しています。化学に関

する高い基礎学力と、それに

裏付けられた解析力及び洞察

力を身につけ、自ら学び考え、

未知の世界に挑戦できる人材

を養成します。 

 

人材養成の目的（養成する人

材像） 

情報科学科では、情報科学

の理論と応用の基礎を体系的

に学ぶことを第一の目標にし

ます。 

情報科学は大別して数理科

学と計算機科学の二つの分野

から成り立ちます。数理科学

は現実社会の様々な問題を数

学的なモデルに還元して捉

え、それによる問題の理解と

解決法を探ります。計算機科

学は計算機自体とそれを動か

すソフトウェアの理論、そし

て実際に計算機で計算する手

順である計算機アルゴリズム

理論から構成されます。 

情報科学科では現代社会を

支える数理科学と計算機科学

の理論の基礎を体系的に学習

し、それを社会で実際に役立

てることのできる人材、そし

て大学院で更に高度な情報科

学の理論を学ぶために不可欠

な知識と能力を備えた人材を

養成することを目的としま

す。 

人材養成の目的（養成する人

材像） 

地球惑星科学科では、地

球・惑星の諸現象を理解する

ために必要な基本的学力を持

ち、複雑な現象も科学的に理

解しようとする人材を養成し

ます。 

  



全 学 理学部 数学科 物理学科 化学科 情報科学科 地球惑星科学科 

アドミッション・ポリシー（入学者受入れ方針） 

入学者に求める資質と能力 

科学・技術への知的好奇心と探究心を有

し、基本的な概念や考え方、応用力を身

に付けた人材を求めます。東京工業大学

は、学士、修士、博士、及び専門職学位

の取得を目指す各課程の教育目標に基づ

いて、充実した基礎教育、教養教育と専

門教育を有機的に関連させる楔形教育、

「ものつくり」を基本とする実学教育、

創造性を育む実習教育、最先端の研究を

核として高度な技術者・研究者を養成す

る専門教育、国際連携を活用した教育な

ど、世界に冠たる理工系総合大学に相応

しい教育を行います。 

そこで、本学の各課程では、次のよう

な資質と能力をもつ人材を求めます。 

学部－学士課程－ 

・自然科学の基本的な概念や考え方を身

に付け、応用できる力を有している 

・論理的に思考し、集中してものごとに

取り組むことができる 

・専門教育で必要となる基礎的な語学力

を有している 

・自然科学を探究し、科学・技術の発展

に貢献する意欲を有している 

入学者に求める資質と能力 

理学部は幅広い教育と自由

な発想に基づいた研究を通じ

て、社会や文化の発展に広く

貢献することを目指していま

す。そのために次のような学

生を求めています。 

・自然界の仕組みについて深

く知りたいという強い好奇心

を持つ者 

・教わるだけでなく、自ら主

体的に学ぶことができる者 

・自分の意見を持ち、他者と

議論することができる者 

・十分な学力と表現力を持つ

者 

 

入学者の選抜方針 

（選抜方法の基本的な考え

方） 

求める能力と適性を有する

人材を選抜するために、高等

学校の段階の学力確認を行う

とともに、本学で学ぶために

必要となる、数学、物理、化

学および英語に関わる基礎学

力ならびにこれを応用する

力、論理的な思考力を評価す

る試験を行います。 

入学者に求める資質と能力 

数学科では、次のような資

質と能力をもつ人材を求めま

す。 

 ・数学への好奇心と探究心を

持っていること 

 ・物事を論理的に思考し、根

気強く考える能力を持ってい

ること 

 ・数学的能力を活かして社会

に貢献する志を有すること 

入学者に求める資質と能力  

物理学科は幅広い教育と自

由な発想に基づいた研究を通

じて、社会や文化の発展に広

く貢献することを目指してい

ます。そのために次のような

学生を求めています。  

・自然界の仕組みについて深

く知りたいという強い好奇心

を持つ者  

・教わるだけでなく、自ら学

び友人と対話をすることがで

きる者  

・十分な学力と表現力を持つ

者 

入学者に求める資質と能力 

化学科は幅広い教育と自由

な発想に基づいた研究を通じ

て、社会や文化の発展に広く

貢献することを目指していま

す。そのために次のような学

生を求めています。 

・広く物質の関わるさまざま

な現象について深く知りたい

という強い好奇心を持つ者 

・一方的に教わるだけでなく、

自ら学び教員や友人らと議論

ができる者 

・大学で学ぶに十分な学力を

もつ者 

入学者に求める資質と能力 

情報科学科では次のような

人材を歓迎します。 

・論理的・数学的な理論とア

プローチへの興味を持ってい

る 

・計算機及びソフトウェア、

そして計算機で何が出来るの

かに関心がある 

・現実的な問題をどのように

数学的に捉えるか及びどうす

れば計算機を使ってそれを解

決出来るのかに関心がある 

・情報化社会の様々な側面と、

それを支える理論・技術を知

りたい 

・情報化社会で必要とされる

高度な技能を身につけ活躍し

たい 

入学者に求める資質と能力 

地球惑星科学科では、次の

ような資質と能力をもつ人材

を求めています。 

・自然界の仕組みについて深

く知りたいという強い好奇心

を持つ者 

・自然界を科学的に理解しよ

うとする姿勢と意欲を持つ者 

・大学で学習するために十分

な学力とコミュニケーション

能力を持つ者 

  



全 学 理学部 数学科 物理学科 化学科 情報科学科 地球惑星科学科 

ディプロマポリシー（学位授与方針）       

  修得する能力 

本学科では次のような能力

の修得を目指しています。 

・数学を学ぶことを通して、

論理的思考力、抽象化して考

える力、問題を分析する力、 

本質を見抜く力 

・演習の授業に積極的に参加

することにより問題解決能

力、コミュニケーション能力、

他者と議論する能力 

・４年生における卒業研究を

通して、自ら学び考える力、

独創性、創造力 

修得する能力  

本学科では次のような能力の

修得を目指しています。 

・体系的な物理学科の講義に

よる基礎学力・論理的能力  

・実験や演習を通じた実践的

な問題解決能力  

・最先端の自然科学の研究を

通じた、自ら学び考える力と

豊かな発想力・創造力  

・自らの研究成果を発表し、

議論できる言語能力  

・国際的視野を持って研究・

社会活動できる能力 

修得する能力 

本学科では次のような能力の

修得を目指しています。 

・体系的な化学関連科目の講

義により育まれる基礎学力・

論理的思考力 

・実験や演習により育まれる

化学に関する実践的能力 

・最先端の化学の研究を通じ

た、自ら学び考える力と豊か

な発想力・創造力 

・自らの研究成果を発表し、

議論できるコミュニケーショ

ン力 

・ 国際的視点に立って研究・

社会活動を遂行する力 

修得する能力 

本学科では次のような能力

の習得を目指し、卒業の要件

としています。 

・情報科学の理論とその実際

的応用の基本的な知識 

・基礎的・体系的な数学理論

の学習と、それを通した論理

的・数学的な思考能力の育成 

・現実の問題を数理的構造に

還元して捉える能力と、それ

を計算機アルゴリズムとして

表現できる能力 

・計算機及びソフトウェア理

論の基礎知識の体系的な理解 

・様々な分野と問題に応用で

きる汎用的なプログラミング

技能 

・情報化社会の様々な側面の

理解と、それを支える基盤的

知識の修得 

・自ら考え、自らの言葉で意

見を主張できる能力 

・異なった意見・考え方を受

け入れ、共同して問題の解決

にあたることが出来るコミュ

ニケーション能力 

・個人及び社会人として要求

される倫理観 

・専門教育を通じた日本語及

び英語能力の修得 

修得する能力 

本学科では学生が次のよう

な能力を修得することを目指

しています。 

・地球・惑星の諸現象を理解

するために必要な基本的学力 

・複雑な現象に対した時に科

学的に理解しようとする探究

力 

・グローバルかつ科学的な視

野をもとにした社会活動がで

きる科学リテラシー 

  



全 学 理学部 数学科 物理学科 化学科 情報科学科 地球惑星科学科 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施方針）     

  教育内容 

数学科では、必修科目「集

合と位相」、「解析概論」で

数学の基礎を学ぶとともに、

代数学、幾何学、解析学を体

系的に学んでいきます。 

数学科の演習の授業は、多

くの問題を解き、黒板を使っ

て自分の得た答を他者に説明

する場です。自分の考えを正

確に伝え、他の参加者と質疑

応答することを通して、実に

多くのことを学ぶことが出来

ます。 

４年生の卒業研究では、少

人数のセミナーで専門書を深

く読み、書かれている内容を

自分の言葉で発表します。こ

れは、本に書かれているのと

は異なる自分独自の証明法を

発見したりするのに良い機会

であり、また、コミュニケー

ション能力や議論する能力に

磨きがかけられます。 

数学科で学ぶことを通し

て、新しい解決法を自ら考え

出す姿勢を持ち、どのような

諸問題にも対応して解決して

いく適応力の広さを身に付け

ます。 

教育内容 

物理学科では、上記の能力

を身に付けるため、次のよう

な特徴を有する教育を実施し

てます。  

A）基礎物理学についての学力

の涵養 として、物理学科で

の教育の基礎となる、物理

数学、解析力学、相対論、

古典電磁気学など古典物理

学の基礎科目を身につける  

B）物理学における実験、演習

の重要性として、物理学は

実験による検証を基本的に

しているので、教育課程に

おいても実験、演習の重要

性を強調し、その実践には

多くの時間を割いている 

C）量子力学、熱統計力学を中

心とした現代物理学の基礎

学問の涵養として、物理学

科としての最重要科目のこ

れらについては、徹底的な

学力を保障できるように力

を注いでいる。時間数だけ

でなく、それぞれに演習を

設け、少人数クラスによる

実践的訓練を徹底している  

D）物理における先進的科目の

学習を通して先端分野の成

果を学ぶこととして、固体

物理学、現代物性物理学、

宇宙物理学、原子核物理学、

素粒子論物理、光物理学、

生物物理学、統計物理学な

ど、物理学の個別分野につ

いて、最先端の成果を含め

その学問体系について学ぶ  

E）コミュニケーション力、発

表能力の涵養として、卒業

研究発表、コロキウムでの

発表は必須とし、論理的に

研究成果を表現できるこ

と、またコミュニケーショ

ンの能力を持つことを目指

す 

教育内容 

 化学科では、原子・分子と

その集合体の振る舞いを支配

する原理を探求し、物質の個

性、多様性をより深く認識す

るとともに、その原理を自在

に応用・展開することを目的

として教育を行います。 

カリキュラムでは、学生が

この幅広い学問を縦横に楽し

むとともに、将来そのフロン

ティアを切り開いていけるよ

うに、化学を物理化学、無機・

分析化学、有機化学の３分野

に大きく分けて、体系的に学

んでいきます。 

また、化学では実際に物質

をつくり出し、解析する経験

を積み、確固たる物質観を養

うことが重要であるため、学

生実験や演習、４年次におけ

る卒業研究を特に重視しま

す。 

教育内容 

情報科学科の教育内容の特

徴は以下の通りです。 

・情報科学の諸分野の基礎で

ある数学理論の体系的知識の

教育 

・計算機利用を前提、又は道

具として使う、社会・自然現

象の理解を目指した数学理論 

・応用確率論、数値解析、統

計学等の応用数学の理論と応

用の基礎 

・計算機アーキテクチャとソ

フトウェア理論の基礎の一貫

教育 

・汎用的なプログラミング技

能の習得 

・計算機科学の基礎である数

理論理学、計算機アルゴリズ

ム理論の基礎的教育 

・四年生の学士論文研究では、

研究室単位の少人数教育によ

り、一つのテーマを深く掘り

下げて追求する体験を通し

て、情報科学の最先端の話 

題に触れるとともに、自分で

考える能力を養成します 

教育内容 

地球惑星科学科の教育内容

の特徴は以下の通りです。 

1）必須科目を最小限に抑え

て、学生が主体的に履修

科目を選択できるシステ

ムとする 

2) 野外巡検、観測、室内実験

科目等を通して、地球・

惑星の諸現象を体感する 

3) 理論・数値シミュレーショ

ン科目等を通して、地

球・惑星の諸現象を再現

する 

4) 講義・演習から構成される

授業により、理解度の向

上を図る 
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大学院理工学研究科理学系教育ポリシー 

【人材養成の目的／教育目標】 

全 学 大学院理工学研究科理学系 数学専攻 基礎物理学専攻 物性物理学専攻 化学専攻 地球惑星科学専攻 物質科学専攻 

教育目標 

しっかりとした学力、知識を統合

し実践する力、科学技術の未来を拓

く創造力と挑戦力を身に付けた理工

系人材を養成します。 

知的好奇心に端を発した学術研究

は新たな技術と産業を生み、不可能

を次々と可能にし、現代社会の基礎

を築いてきました。また現在、地球

規模で生起しているさまざまな難問

を解決するために、学術研究と教育

に寄せられる期待はますます高まっ

ています。それに応えるべく、東京

工業大学は理工系の各分野にわたっ

て世界最高レベルの研究を推進する

とともに、そうした研究の刺激の中

に学生を招き入れることにより、高

い見識と倫理観、確かな専門学力、

自由な発想力や創造力、そして統合

し実践する力を身に付け、最先端の

科学・技術を牽引し、豊かな国際社

会を築いていく人材を養成します。 

そのため、本学では、学部と大学

院の各課程において輩出する人材

像、および、そのために学生が修得

する能力を次のように定めます。 

教育目標 

理学系は、自然界に潜む普遍的な

法則性を解き明かすことにより、人

類が継承すべき知の文化を究めると

ともに、先鋭的な理学研究を自ら開

拓し、国際的な研究活動を牽引する

人材及び幅広い理学的素養を有し多

方面で活躍できる人材を育成しま

す。 

そのために、質の高い教育を行な

い、高度な専門知識を修得させ、学

生がそれについて互いに意見を交わ

し科学について語り合う環境を醸成

しつつ、学生の持っている個性と豊

かな創造力を伸ばすことを目標とし

ます。 
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【人材養成の目的／教育目標】 

全 学 大学院理工学研究科理学系 数学専攻 基礎物理学専攻 物性物理学専攻 化学専攻 地球惑星科学専攻 物質科学専攻 

大学院修士課程 

養成する人材像 

科学・技術の専門家として、幅広

い視野をもち、グローバル社会で活

躍できる人材 

 

修得する能力 

・問題の多面的な理解に必要な幅広

い専門学力 

・確かな専門学力に基づく実践的な

問題解決力 

・科学・技術に関する知識を自在に

応用し、倫理観をもって創造的な研

究・技術開発を行う力 

・理工学の深奥を究めようとする探

求力 

・国際的に通用するコミュニケーシ

ョン基礎力 

・多様な考え方をまとめ、新たな方

向性を見出す力 

大学院修士課程 

養成する人材像 

自然科学に関して高い専門知識

と創造力を備えた、国際的に活躍で

きる人材 

 

修得する能力 

・問題の多面的な理解に必要な幅広

い専門学力 

・確かな専門学力に基づく実践的な

問題解決力 

・自然科学の深奥を究めようとする

探求力 

・多様な考え方をまとめて新たな方

向性を見出す力 

・国際的に通用するコミュニケーシ

ョン基礎力 

大学院修士課程 

養成する人材像 

 数学について高い専門

知識を持ち、社会におい

て活躍できる人材。 

大学院修士課程 

養成する人材像 

物理現象に貫かれる基

本法則・根本原理の探求

を通じて得られた高い専

門知識、創造性及び物理

学的素養を備え、グロー

バル社会で活躍できる人

材 

大学院修士課程 

養成する人材像 

様々な物質相の示す多

様な物性を物理学の基本

法則を用いて探求する研

究活動を通じて、物理学

的素養、高度な専門知識、

及び創造性及びを備え、

グローバル社会で活躍で

きる人材 

大学院修士課程 

養成する人材像 

 化学に関する基盤的な

知識と高度な専門学力に

基づいた広い視野を持

ち、新たな課題に主体的

に取り組むことのできる

人材 

大学院修士課程 

養成する人材像 

 地球・惑星の諸現象を

理解するために必要な広

い基礎的専門力を持ち、

複雑な現象に対して科学

的理解を深めようとする

探究心をもつ人材 

大学院修士課程 

養成する人材像 

 物質科学専攻は、物質

の構造、変換(反応)、設

計、機能に関する科学を

推進することで人類社会

に貢献することを目的と

しているため、下記のよ

うな人材を養成します。 

 化学や材料学に関する

深い専門性に加え、幅広

い基礎的な学力を有し、

次代の物質科学を先導す

る意欲にあふれた理工学

融合型人材 

大学院博士後期課程 

養成する人材像 

国際的に通用するリーダーとし

て、豊かな国際社会の実現に向けて

科学・技術のフロンティアを開拓・

牽引できる人材 

 

修得する能力 

・国際的に通用するリーダーシップ

を発揮する力 

・体系化された幅広く深い知識をも

とに、新たな知見を創造・発信する

力 

・本質・普遍性を見抜き、新たな課

題を発見・探求する力 

・高い見識と倫理観のもとに知のフ

ロンティアを先導する力 

・理工系分野と人文学や社会科学な

どの知見を有機的に結びつけ、活用

する力 

大学院博士後期課程 

養成する人材像 

自然科学の専門分野におけるリ

ーダーとして、自然科学の発展と活

用に貢献できる人材 

 

修得する能力 

・自然科学に関する体系化された幅

広く深い知識をもとに、新たな知見

を創造・発信する力 

・本質・普遍性を見抜き、新たな課

題を発見・探求する力 

・高い見識と倫理観のもとに自然科

学のフロンティアを先導する力 

・自然科学と多方面の知見を有機的

に結びつけ、活用する力 

・自然科学の専門分野におけるリー

ダーシップを発揮する力 

大学院博士後期課程 

養成する人材像 

数学分野におけるリー

ダーとして、数学の発展

と活用に貢献できる人材 

大学院博士後期課程 

養成する人材像 

物理現象に貫かれる基

本法則・根本原理の探求

を通じて得られた高い専

門知識と物理学的素養を

備え、国際的に通用する

リーダーとして独創的研

究を遂行できる人材 

大学院博士後期課程 

養成する人材像 

 物理学法則を駆使して

展開される第一線の研究

活動を通して、高い専門

知識と物理学的素養を備

え、国際的なリーダーと

して創造的な活動を遂行

できる人材 

大学院博士後期課程 

養成する人材像 

 化学の専門分野におけ

るリーダーとして、自然

科学の発展と活用に貢献

できる人材 

大学院博士後期課程 

養成する人材像 

地球・惑星の複雑な自

然現象を研究し、本質的

な過程を見抜いて定量的

に解明できる人材 

大学院博士後期課程 

養成する人材像 

 修士課程において養成

する人材像に加えて、国

際的なリーダーとして

「知識基盤社会」を牽引

し、豊かな国際社会の実

現に向けて物質科学分野

のフロンティアを開拓で

きる人材 
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【アドミッション・ポリシー（入学者受け入れ方針）】 

全 学 大学院理工学研究科理学系 数学専攻 基礎物理学専攻 物性物理学専攻 化学専攻 地球惑星科学専攻 物質科学専攻 

入学者に求める資質と能力 

科学・技術への知的好奇心と探究

心を有し、基本的な概念や考え方、

応用力を身に付けた人材を求めま

す。東京工業大学は、学士、修士、

博士、及び専門職学位の取得を目指

す各課程の教育目標に基づいて、充

実した基礎教育、教養教育と専門教

育を有機的に関連させる楔形教育、

「ものつくり」を基本とする実学教

育、創造性を育む実習教育、最先端

の研究を核として高度な技術者・研

究者を養成する専門教育、国際連携

を活用した教育など、世界に冠たる

理工系総合大学に相応しい教育を行

います。 

そこで、本学の各課程では、次の

ような資質と能力をもつ人材を求め

ます。 

学部－学士課程－ 

・自然科学の基本的な概念や考え方

を身に付け、応用できる力を有して

いる 

・論理的に思考し、集中してものご

とに取り組むことができる 

・専門教育で必要となる基礎的な語

学力を有している 

・自然科学を探究し、科学・技術の

発展に貢献する意欲を有している 

大学院修士課程 

入学者に求める資質と能力 

理系大学院では、自然科学への知

的好奇心と探究心を有し、基本的な

概念や考え方、応用力を身に付けた

人材を求めます。具体的には次のよ

うな項目に該当する人材です。 

・自然科学の根本への探究心を有し

ている 

・自然科学の基本的な概念や考え方

を身に付け、応用できる力を有して

いる 

・論理的に思考し、集中してものご

とに取り組むことができる 

・専門教育で必要となる基礎的な語

学力を有している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院博士後期課程 

入学者に求める資質と能力 

 理系大学院の高度な専門的研究

を遂行するに足る基礎学力と知的

好奇心と創造性をもつ人材を求め

ます。具体的には次のような項目に

該当する人材です。 

・理系専門分野の研究を推進するた

めに必要な学力を備えている 

・理系専門分野の研究を推進するた

めに必要な、実践的な問題解決力、

創造力を備えている 

・国際的な活躍に必要となる語学力

を有している 

大学院修士課程 

入学者に求める資質と能

力 

数学専攻では、数学へ

の知的好奇心と探究心を

有し、基本的な概念や考

え方、応用力を身に付け

た人材を求めます。具体

的には次のような項目に

該当する人材です。 

・数学の根本への探究心

を有している 

・数学の基本的な概念や

考え方を身に付け、応用

できる力を有している 

・論理的に思考し、集中

してものごとに取り組む

ことができる 

・数学課程で必要となる

基礎的な語学力を有して

いる 

 

 

 

 

 

大学院博士後期課程 

入学者に求める資質と能

力 

 数学専攻では、数学の

専門的研究を遂行するに

足る数学に関する基礎学

力と知的好奇心と創造性

をもつ人材を求めます。 

 具体的には次のような

項目に該当する人材で

す。 

・数学の研究を推進する

ために必要な学力を備え

ている 

・数学の研究を推進する

ために必要な、実践的な

問題解決力、創造力を備

えている 

・国際的な活躍に必要と

なる語学力を有している 

 

大学院修士課程 

入学者に求める資質と能

力 

基礎物理学専攻では、

自然現象への知的好奇心

を有し、基本的な物理学

の概念や考え方、応用力

を身に付けた人材を求め

ます。具体的には次のよ

うな項目に該当する人材

です。 

・物理学の根本原理への

探究心を有している 

・物理学の基本的な概念

や考え方を身に付け、応

用できる力を有している 

・論理的に思考し、集中

してものごとに取り組む

ことができる 

・専門教育で必要となる

基礎的な語学力を有して

いる 

・自然科学を探求し、科

学・技術の発展に貢献す

る意欲を有している 

 

大学院博士後期課程 

入学者に求める資質と能

力 

 基礎物理学専攻では、

自然現象への知的好奇心

を有し、素粒子・原子核

から宇宙分野までの基礎

物理学分野における基礎

学力と応用力を身に付

け、創造性をもつ人材を

求めます。具体的には次

のような項目に該当する

人材です。 

・基礎物理学の研究を推

進するために必要な学力

を備えている 

・基礎物理学の研究を推

進するために必要な、実

践的な問題解決力、創造

力を備えている 

・国際的な研究活動を推

進できる語学力、議論す

る能力を有している 

大学院修士課程 

入学者に求める資質と能

力 

物性物理学専攻では、

自然現象への知的好奇心

を有し、基本的な物理学

の概念や考え方、応用力

を身に付けた人材を求め

ます。具体的には次のよ

うな項目に該当する人材

です。 

・物理学の根本原理への

探究心を有している 

・物理学の基本的な概念

や考え方を身に付け、応

用できる力を有している 

・論理的に思考し、集中

してものごとに取り組む

ことができる 

・専門教育で必要となる

基礎的な語学力を有して

いる 

・自然科学を探究し、科

学・技術の発展に貢献す

る意欲を有している 

 

大学院博士後期課程 

入学者に求める資質と能

力 

物性物理学専攻では、自

然現象への知的好奇心を

有し、物性物理学の基礎

学力と応用力を身に付

け、創造性をもつ人材を

求めます。具体的には次

のような項目に該当する

人材です。 

・物性物理学の研究を推

進するために必要な学

力を備えている 

・多様な物性物理に関す

る研究を通じて、問題解

決能力や創造力を備え

ている 

・国際的な場で研究活動

を推進できる語学力を有

している 

大学院修士課程 

入学者に求める資質と能

力 

 化学専攻では、広く物

質の関わるさまざまな現

象に知的好奇心と探究心

を有し、基本的な概念や

考え方を身に付けた人材

を求めます。具体的には

次のような項目に該当す

る人材です。 

・広く物質の関わるさま

ざまな現象に好奇心と探

求心を有している 

・化学の基本的な概念や

考え方を身に付けている 

・論理的に思考し、集中

してものごとに取り組む

ことができる 

・専門教育で必要となる

基礎的な語学力を有して

いる 

 

 

 

 

大学院博士後期課程 

入学者に求める資質と能

力 

化学専攻では、広く物質

の関わるさまざまな現象

に知的好奇心と探究心を

有し、新たな研究を展開

する強い意欲を持つ人材

を求めます。具体的には

次のような項目に該当す

る人材です。 

・広く物質の関わるさま

ざまな現象に好奇心と探

求心を有している 

・論理的に思考し、集中

してものごとに取り組

むことができる 

・新たな研究を主体的に

遂行しようとする高い意

欲を有している 

・国際的な活躍に必要と

なる語学力を有している 

 

大学院修士課程 

入学者に求める資質と能

力 

地球惑星科学専攻で

は、次のような資質と能

力をもった人材を求めて

います。 

・地球・惑星の諸現象に

科学的好奇心を有してい

る 

・数学・物理学・化学・

地球科学などの基本学力

を身に着けている 

・論理と定量的評価に基

づいた科学的思考ができ

る 

・専門教育で必要となる

基礎的な語学力を有して

いる 

 

 

 

 

 

 

 

大学院博士後期課程 

入学者に求める資質と能

力 

地球惑星科学専攻で

は、次のような資質と能

力をもった人材を求めて

います。 

・地球・惑星の諸現象に

科学的好奇心を有してい

る。 

・数学・物理学・化学・

地球科学などの基本学力

を身に着けている。 

・論理と定量的評価に基

づいた科学的思考に基づ

き、新たな研究を主体的

に推進する能力がある。 

・国際的な場で活躍する

ために必要な基礎的な語

学力を有している。 

 

大学院修士課程 

入学者に求める資質と能

力 

 物質科学専攻では、次

のような資質と能力をも

った人材を求めます。 

・物質･材料とそれに関連

する化学･物理現象に対

して強い興味を有し、そ

の理解を支える理工系の

基礎学力を有している 

・物質科学に関連する基

礎的な専門学力を有しつ

つ、既存の枠にとらわれ

ない自由な発想ができる 

・物質科学の学習･研究活

動を通して、自らが人間

的に成長したいという希

望を有している。また、

社会の仕組みと成り立ち

を理解し、物質科学の知

見を活かして社会や人類

の発展に寄与する志を有

している 

・物質科学の学際性を支

えるべく、異分野／異文

化とのコミュニケーショ

ンと相互理解に意欲的で

ある 

・専門教育で必要となる

英語の基礎的な学力を有

している 

 

大学院博士後期課程 

入学者に求める資質と能

力 

本専攻の修士課程にお

いて求めた能力と適性に

加え、将来の博士に相応

しい高い志を有し、知の

フロンティアを自ら開拓

する強い意欲と実行力を

有する人材を求めます。 
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入学者の選抜方針 

おのおのの記載内容は、例えば、

平成２４年度入試ガイドの６ページ

にある「試験内容」をもとにまとめ

てください。また、参考資料４の「入

学者の選抜方針」を参考にしてくだ

さい。 

・対応する入試の募集要項に記載し

ます。上記以外の入学試験について

は全学分としてまとめて募集要項に

記載します。 

 大学院修士課程 

入学者の選抜方針 

上記の資質と能力をも

つ人材を選抜するため

に、数学専攻では、英語

による語学力評価に加え

て、数学の専門に関する

筆答試験及び研究能力な

らびに適性に関する口頭

試問を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院博士後期課程 

入学者の選抜方針 

上記の資質と能力をも

つ人材を選抜するため

に、数学専攻では、数学

に関する基礎学力を評価

することおよび数学に関

する研究能力と適性を評

価することを目的とし

て、学位論文（または、

これに代わる研究業績）

に関する口頭試問を実施

します。 

 

大学院修士課程 

入学者の選抜方針 

上記の資質と能力をも

つ人材を選抜するため

に、基礎物理学専攻では、

物理、数学からなる筆答

試験、英語外部テストの

スコアによる語学力評

価、研究能力ならびに適

性に関する口頭試問を実

施します。 

 

 

 

 

 

 

 

大学院博士後期課程 

入学者の選抜方針 

上記の資質と能力をも

つ人材を選抜するため

に、基礎物理学専攻では、

基礎学力を評価するため

の物理、及び数学に関す

る筆答試験、語学力を評

価するための英語による

口頭発表を含む語学試

験、研究能力と適性を評

価するための学位論文

（または、これに代わる

研究業績）に関する口頭

試問を実施します。 

 

大学院修士課程 

入学者の選抜方針 

上記の資質と能力をも

つ人材を選抜するため

に、物性物理学専攻では、

物理、数学からなる筆答

試験、英語外部テストの

スコアによる語学力評

価、研究能力ならびに適

性に関する口頭試問を実

施します。 

 

 

 

 

 

 

 

大学院博士後期課程 

入学者の選抜方針 

上記の資質と能力をも

つ人材を選抜するため

に、物性物理学専攻では、

基礎学力を評価するため

の物理、及び数学に関す

る筆答試験、語学力を評

価するための英語による

口頭発表を含む語学試

験、研究能力と適性を評

価するための学位論文

（または、これに代わる

研究業績）に関する口頭

試問を実施します。 

 

大学院修士課程 

入学者の選抜方針 

 上記の資質と能力をも

つ人材を選抜するために

化学専攻では、基礎専門

科目、選択専門科目から

なる筆答試験、英語外部

テストのスコアによる語

学力評価及び研究能力な

らびに適性に関する口頭

試問を行い総合的に評価

します。 

また、学部 3 年次まで

の成績、英語外部テスト

のスコア及び面接に基づ

く口述試験による選抜も

実施します。 

 

大学院博士後期課程 

入学者の選抜方針 

上記の資質と能力をも

つ人材を選抜するために

化学専攻では、化学全般

にわたる基礎的な学力を

問う試験、英語外部テス

トのスコア、およびこれ

までの研究成果、研究遂

行能力ならびに適性に関

する口頭試問により、総

合的に評価します。 

大学院修士課程 

入学者の選抜方針 

上記の資質と能力をも

つ人材を選抜するため

に、地球惑星科学専攻で

は、英語外部テストのス

コアによる語学力評価に

加えて、数学、物理、専

門科目からなる筆答試験

及び研究能力ならびに適

性に関する口頭試問を実

施します。 

 

 

 

 

 

 

大学院博士後期課程 

入学者の選抜方針 

上記の資質と能力をも

つ人材を選抜するため

に、地球惑星科学専攻で

は、基礎学力を評価する

ための数学、物理学、お

よび専門科目に関する筆

答試験、英語力を評価す

るための英語による口頭

発表を含む英語試験、研

究能力と適正を評価する

ための学位論文（または

これに代わる研究業績）

に関する口頭試問を実施

します。 

大学院修士課程 

入学者の選抜方針 

 上記の資質と能力をも

つ人材を選抜するため

に、物質科学専攻では、

物質科学の基礎及び専門

科目からなる筆答試験、

英語外部テストのスコア

による語学力評価、さら

には研究能力ならびに適

性に関する口頭試問を実

施します。 

また、学部 3 年次まで

の学業成績、英語外部テ

ストのスコア及び口述試

験による選抜も実施しま

す。 

 

大学院博士後期課程 

入学者の選抜方針 

上記の能力と適性をも

つ人材を選抜するため

に、本専攻では、研究能

力ならびに適性に関する

口頭試問、および英語に

よる語学力評価（外部テ

ストを併用）を実施しま

す。 
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【ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）】        

全 学 大学院理工学研究科理学系 数学専攻 基礎物理学専攻 物性物理学専攻 化学専攻 地球惑星科学専攻 物質科学専攻 

  大学院修士課程 

修得する能力 

・問題の多面的な理解に

必要な幅広い数学力 

・確かな数学力に基づく

実践的な問題解決力 

・数学の深奥を究めよう

とする探求力 

・多様な考え方をまとめ

て新たな方向性を見出す

力 

・国際的に通用するコミ

ュニケーション基礎力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院博士後期課程 

修得する能力 

・数学に関する体系化さ

れた幅広く深い知識をも

とに、新たな知見を創

造・発信する力 

・本質・普遍性を見抜き、

新たな課題を発見・探求

する力 

・高い見識と倫理観のも

とに数学のフロンティア

を先導する力 

・数学と多方面の知見を

有機的に結びつけ、活用

する力 

・数学におけるリーダー

シップを発揮する力 

大学院修士課程 

修得する能力 

・物理現象に貫かれる基

本法則・根本原理の探求

や、物理現象の多面的な

理解に必要な幅広い専門

学力 

・確かな専門学力に基づ

く実践的な問題解決力 

・倫理観をもって創造的

な研究を行う力 

・物理学の深奥を究めよ

うとする探求力 

・国際的な研究活動に必

要な語学力と議論する能

力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院博士後期課程 

修得する能力 

・物理現象に貫かれた基

本法則・根本原理の追究

を通じて得られた物理学

に関する深い知識をもと

に、新たな知見を創造・

発信する力 

・物理現象の本質・普遍

性を見抜き、新たな課題

を発見・探求する力 

・高い見識と倫理観のも

とに物理学のフロンティ

アを先導する力 

・物理学と他分野の知見

を有機的に結びつけ、活

用する力 

・専門分野における国際

的リーダーシップを発揮

する力 

大学院修士課程 

修得する能力 

・物理現象の多面的な理

解に必要な幅広い専門学

力 

・確かな専門学力に基づ

く実践的な問題解決力 

・物理学の深奥を究めよ

うとする探求力 

・国際的な研究活動に必

要な語学力と議論する能

力 

・倫理観をもって創造的

な研究を行う力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院博士後期課程 

修得する能力 

・物理学に関する深い知

識をもとに、新たな知見

を創造・発信する力 

・物理現象の本質と普遍

性を見抜き、新たな課題

を発見・探求する力 

・高い見識と倫理観のも

とに物理学のフロンティ

アを先導する力 

・物理学と他分野の知見

を有機的に結びつけ、活

用する力 

・物性物理学において国

際的リーダーシップを発

揮する力 

大学院修士課程 

修得する能力 

・問題の多方面的な理解

に必要な幅広い基盤的な

専門学力 

・高度な専門学力に基づ

く実践的な問題解決力 

・新たな課題に主体的に

取り組み、化学の深奥を

究めようとする探求力 

・多様な考え方をまとめ

て新たな方向性を見出す

力 

・国際的に通用するコミ

ュニケーション基礎力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院博士後期課程 

修得する能力 

・化学に関する体系化さ

れた幅広く深い知識をも

とに、広く物質の関わる

現象の本質・普遍性を見

抜き、新たな課題を発

見・探求し、これを解決

に導く力 

・高い見識と倫理観のも

とに化学のフロンティア

を先導する力 

・化学と多方面の知見を

有機的に結びつけ、活用

する力 

・化学の専門分野におい

て国際的にリーダーシッ

プを発揮する力 

大学院修士課程 

修得する能力 

・地球惑星科学分野を中

心としつつ広く科学を見

渡せる学力 

・習得した知識を適用し

て複雑な現象を探究する

力 

・自分の研究に対する深

いモチーフを培う力 

・学習及び研究の内容を

的確に表現・伝達する力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院博士後期課程 

修得する能力 

・地球惑星における複雑

な現象の本質を見抜く力 

・研究課題の発掘・設定、

研究計画の立案を行う力 

・研究遂行に必要な深い

専門知識を自ら形成する

力 

・研究成果を国際的に発

信し、専門分野にてリー

ダーシップを発揮する力 

大学院修士課程 

修得する能力 

・物質科学分野における

科学技術課題の本質的な

理解を可能とする専門学

力 

・物質科学以外の分野の

専門学力を必要に応じて

自ら修得し、実践的な問

題解決に結びつけ人類社

会に貢献する力 

・国際的視野をもって研

究・開発の潮流を読み解

き、体系化して理解する

力 

・一般知識と専門知識を

活用して新たな課題を発

見･設定し、その解決につ

ながる創造的な提案を行

う力 

・－論理的思考力や英語

によるコミュニケーショ

ン能力に基づいて議論を

展開し、それらを統合・

文書化することにより創

造的な科学技術に展開で

きる力 

 

大学院博士後期課程 

修得する能力 

 修士課程において修得

する能力に加え、次のよ

うな能力を修得します。 

・物質科学の本質・普遍

性を見抜き、新たな課題

を発見・探求する力 

・高い見識と倫理観を有

し、次代の物質科学研究

を先導する力 

・国際的に通用するリー

ダーシップを発揮し、体

系化された知識をもと

に、新たな知的フロンテ

ィアを創造・発信する力 
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【カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施方針）】 

全 学 大学院理工学研究科理学系 数学専攻 基礎物理学専攻 物性物理学専攻 化学専攻 地球惑星科学専攻 物質科学専攻 

  大学院修士課程 

教育内容 

数学専攻では、数学の

色々な理論を学び研究し

ながら、その過程で論理

的思考力を養います。 

数学におけるさまざま

な問題に対し、それを分

析して本質を見抜き、解

決法を考えることによ

り、分析力、問題解決力

を身につけます。 

さらに、数学の未解決問

題への果敢な挑戦を通し

て、新領域探求力を養成

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院博士後期課程 

教育内容 

数学専攻では、博士論

文研究と講究を通じて、

高度な数学能力を身につ

ける教育を行なっていま

す。とくに、数学におけ

るオリジナルな研究成果

を導き出す行程を体験す

ることによって、数学の

深い理解に到達します。

また、集中講義形式によ

る最先端の知識も提供し

ています。 

大学院修士課程 

教育内容 

基礎物理学専攻では、上

記の能力を身につけるた

めに、次のような特徴あ

る教育を実施していま

す。 

A) 学部で学んだ専門基

礎分野から出発した

講義、演習、実験を

通じた、物理的素養

及び高度な専門知識

を得るための教育 

B) 素粒子・原子核から

宇宙までの幅広い分

野で先端的研究を推

進している各研究室

における少人数専門

教育と学位論文作成

を通じた問題解決

力、創造力の育成 

C) 集中講義形式による

最先端の知識の修得 

D) 実践的な講義、発表

会、外国派遣を通じ

た語学力、プレゼン

テーション能力、コ

ミュニケーション能

力の修得 

E) 国際研究集会の企画

等を通じたリーダー

シップの修得 

 

大学院博士後期課程 

教育内容 

A) 博士論文研究と講究

を通じて、深い物理的素

養および世界的水準の高

度な専門知識を得るため

の教育 

B) 素粒子・原子核から

宇宙までの幅広い分野で

先端的研究を推進してい

る各研究室における少人

数専門教育と学位論文作

成を通じた、問題発見能

力、問題解決力、創造力

の育成 

C) 集中講義形式による

最先端の知識の修得 

大学院修士課程 

教育内容 

物性物理学専攻では、上

記の能力を身につけるた

めに、次のような特徴あ

る教育を実施していま

す。 

A) 学部で学んだ専門基

礎分野から出発した

講義、演習、実験を通

じた高度な専門教育 

B) 先端的研究を推進し

ている各研究室にお

ける少人数専門教育

と学位論文作成を通

じた問題解決力、創造

力の育成 

C) 集中講義形式による

物性物理学における

最先端の知識の修得 

D) 実践的な講義、発表

会、外国派遣を通じた

語学力、プレゼンテー

ション能力、コミュニ

ケーション能力の修

得 

E) 国際研究集会の企画

等を通じたリーダー

シップ能力の修得 

 

 

 

 

大学院博士後期課程 

教育内容 

物性物理学専攻では、

上記の能力を身につける

ために、次のような特徴

ある教育を実施していま

す。 

A) 学部、及び修士課程で

学んだ専門基礎知識に基

づく高度な専門教育 

B) 先端的な研究と学位

論文作成を通じた、問題

設定能力、及び創造力の

育成 

C) 集中講義形式による

最先端の知識の修得 

D) 国際会議における研

大学院修士課程 

教育内容 

 化学専攻では、化学全

般にわたる幅広い専門知

識と課題解決に必要な高

度な専門学力を修得する

ためのカリキュラムを編

成・実施しています。 

 具体的には、幅広い専

門知識を習得するため、

必修科目として、物理化

学、無機化学、有機化学

の三つの基礎特論を講義

科目として設けていま

す。これらに加え、高度

な専門的知識、課題解決

能力を涵養するため、化

学の広い分野にわたり、

より専門的な講義を選択

科目として開講し、学生

の多様な興味・要求に応

えられるように教育課程

を編成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院博士後期課程 

教育内容 

 所属する研究室での研

究指導を基本とし、幅広

い専門学力、高度な研究

遂行能力、コミュニケー

ション能力等を備えた人

材の育成を行っていま

す。 

また、自らの研究成果

等を発表・議論すること

ができるような場を積極

的に設けています。 

大学院修士課程 

教育内容 

地球惑星科学専攻では、

上記の能力を身につける

ために、次のような特徴

ある教育を実施していま

す。 

（修士課程） 

1) 各研究室セミナーは

もとより、研究室の枠

を越えた合同セミナ

ー等により、幅広い学

習 

2) 演習を備えた講義科

目の活用により基礎

学力の徹底化 

3) 積極的なTA活動によ

り、大学教育の重要

さ、難しさを実体験す

ると同時に、基本的な

学力の再向上の徹底

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院博士後期課程 

教育内容 

 博士課程学生にとって

最も大切なことは研究へ

の応用力を身につけるこ

とであり、系統的教育に

よって効率的に応用力を

養成することです。 

そのために、研究室を

越えて実験装置の共同利

用や研究指導を日常的に

行っています。 

 

大学院修士課程 

教育内容 

 物質科学専攻では、上

記の能力を身に付けるた

めに、次のような特徴を

有する教育を実施してい

ます。  

A) 高度な理工系専門学

力の養成として、学部で

学んだ専門基礎分野を再

構成し、広範で俯瞰的な

理工系専門学力を涵養す

る 

B) 他専門分野に適応で

きる能力の修得として、

化学･金属材料学･無機材

料学･応用化学･有機･高

分子物質学を基盤とする

物質科学専攻の専門科目

を履修することで、専門

知識の幅を広げるととも

に、異分野への適応力を

養成する  

C) 課題解決力の養成と

して、課題解決力を支え

る物質科学分野の基礎知

識を講義･演習で学び、修

士論文研究において実践

し、指導教員と他教員か

らの指導･交流を通じて、

実践的問題解決力の向上

を図る 

D) 創造性の育成として、

修士論文研究を通じて、

物質科学分野での独創性

を発揮する力を身につけ

るとともに、自らの創意

工夫を研究成果や修士論

文に結実させる過程で創

造力を育成する 

E) 論理的対話力の修得

として、対話型や集団討

論型の実践教育により意

見の伝達方法と議論の展

開能力を修得する 

F) 外国語(英語)での理

解力･コミュニケーショ

ン力･発信力の育成とし

て、研究情報の獲得･分

析･発信を、英語を用いて
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D) 実践的な講義、発表

会、外国派遣を通じた語

学力、プレゼンテーショ

ン能力、コミュニケーシ

ョン能力の修得 

E) 国際研究集会の企画

等を通じた国際的リーダ

ーシップの修得 

 

究発表や海外の研究者と

の研究交流を通じた実践

的語学力、プレゼンテー

ション能力、コミュニケ

ーション能力の修得 

E) 国際研究集会の企画

等を通じたリーダーシッ

プ能力の修得 

 

自由に、かつ、効果的に

行う方法を修得する 

 

大学院博士後期課程 

教育内容 

本専攻の修士課程に

おける教育内容に加え、

次のような特徴ある教

育を実施しています。 

A)高度専門知識と幅広

い理工系専門知識の養

成 

学術の継承と発展を

担う高度研究者、および

産業界を含む国際社会

で活躍できる研究者・技

術者を養成するため、自

専門分野における世界

レベルの専門に加え、幅

広い理工系専門分野に

関連する科目が履修で

きます。 

B)専門境界領域に挑戦

できる能力の育成 

実践的な専門知識の

幅を広げ、境界領域で活

躍できる適応力を身に

付けるために、物質科学

専攻における専門分野

および他専攻との共同

プロジェクトに基づい

て開講する科目が履修

できます。 

C)博士論文研究 

研究課題の主体的な

設定と他分野の教員に

よるチェック体制を重

視した博士論文研究の

実施を通じて、世界的水

準の研究を自ら構築す

る能力を養成します。 

D)リーダーシップ力の

養成 

日本語はもとより、英

語などの日本語以外の

言語によって論理的に
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議論展開ができる方法

を修得し、リーダーシッ

プ力をさらに高めるた

めに、国内外の企業や研

究機関などで実施する

派遣型プロジェクト研

究を履修できます。 
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